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 ＜目的＞ 
Multi-lineage differentiating stress enduring （Muse）細胞は 2010年に出澤らが報告した間葉系組織に含















また、塩酸ドキソルビシン投与 1週間後の CKD-SCIDおよび CKD-Balb/cマウス、および健常な SCIDおよ
び Balb/cマウスから血清を採取し、その血清に対するMuse細胞と non-Muse細胞の遊走能を評価した。 
MSCを用いた細胞治療に関わる主要な trophic factor について、Muse細胞と non-Muse細胞における遺伝
子発現を調べた。 
＜結果＞ 




ところ、Muse 群の腎臓からのみヒトゲノムが検出された。CKD-SCID マウスの糸球体内に生着した Muse
















Trophic factor の遺伝子発現は、interleukin 6、transforming growth factor β、hepatic growth factor、
vascular endothelial growth factor については、Muse 細胞、non-Muse 細胞でほぼ同等であったが、
insulin-like growth factor 1についてはMuse細胞が non-Muse細胞の 3.4±1.3倍高く発現していた。 
＜考察＞ヒト骨髄由来 MSC の中でも、Muse細胞は、他のMSC とは異なり、高い多能性と糸球体構成細胞
への分化能を持ち、傷害された腎組織に遊走・生着し、糸球体の修復に寄与する特性があることが示唆された。
これらの特性は CKDに対する細胞治療に用いる際に有利であり、Muse細胞は CKDに対する細胞治療の有
望な細胞材料と考えられた。 
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